
棄
て
ら
れ
た
本
文
|
|
伝
一
一
条
為
氏
筆
新
古
今
和
歌
集
切
を
端
緒
と
し
て
|
|

て
は
じ
め
に

『新
古
今
和
歌
集
』
に
は
、
成
立
時
期
に
近
い
鎌
倉
時
代
に
書
写

さ
れ
た
古
筆
切
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
谷

村
文
庫
に
も
学
界
未
紹
介
の
古
筆
切
が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
ご
ろ

に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
伝
二
条
為
氏
筆
新
古
今
和
歌
集
切
」

で
あ
る
。
『新
古
今
和
歌
集
』
の
古
筆
切
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
あ
げ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
け
れ
ど

も
、
鎌
倉
期
に
書
写
さ
れ
た
古
筆
切
の
な
か
に
は
、
本
稿
で
紹
介
す

る
伝
二
条
為
氏
筆
切
を
は
じ
め
と
し
て
特
異
な
本
文
を
有
す
る
司
も
の

が
少
な
く
な
い
。
こ
の
事
実
を
提
示
す
る
こ
と
が
本
稿
の
第
一
の
目

的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
独
自
本
文
の
存
在
か
ら
、

『新
古
今

和
歌
集
』
の
編
集
過
程
で
、
撰
者
ら
に
よ
る
本
文
改
訂
が
な
さ
れ
た

可
能
性
を
提
示
す
る
こ
と
が
第
二
の
目
的
で
あ
る
。
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